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ポスト第三次オンラインシステムコンセプト 本部各部門に構築されたクライアントサーバシステムと情報系ホストとを,マイクロメイ

ンフレーム結合したシステム環境の中で融合させることにより,本部要員によるエンドユーザーコンピューティングが実現される｡

金融機関での第三次オンラインシステムの目的

は,勘定系システムをIt-1+L､としたシステム基盤の再

構築にあり,おのおの拡張性に富んだシステムを作

り上げた｡しかし,第三次オンライン開発中に金融

機関を取り巻く環境は大きく変わった｡特に定型管

理レポート作成型の情報系システムに対しては,ユ

ーザーニーズの帝(かい)離が大きかったが,一部金

融機関では,パーソナルコンピュータや流通ソフト

を利用して,エンドユーザーコンピューティングを

始めるところも現れた｡

金融機関でのクライアントサーバシステムは,勘

*日立製作所情報システム事業部

定系などの基幹システムと相補うものである｡ポス

ト第三次オンラインシステムは,垂直分散と水平分

散の融合したCNC(ComputerNetworkComplex)

として構築される｡

エンドユーザーコンピューティングの例として

は,定型処理と非定型処理が試行錯誤のサイクルを

描くALM(資産負債総合管理)業務が典型的である｡

エンドユーザーの簡易業務開発,クイックレポー

ティングのためには,プログラミングレス環境の整

備が今後の課題である｡
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□ はじめに

令融臼仁山化の進なも バブル経i芹の崩壊により,わが田

の金融機関の経常環境は-一段と厳しさを増し,口糾L14∩年

代の第一次オンライン以降,相棒的に拡大されてきたコ

ンピュータシステムへの投資は抑制ノノl‾こりにある｡-一方,

プロセッサ技術,ネットワーク技術のIhJr二,および標準

化,オープン化の進展により,ワークステーション,

LANで構成するクライアントサーバシステムが登場し

てきた｡

クライアントサーバシステムは,大型ホストシステム

に比べて初期投資が小さいというメリットがあり,リス

クの人きい新業務のシステム化に有効である｡また,試

行錯甜1勺にプロトタイピングを行う分野,クイックレポ

ーティングの分野に最適なシステムである｡ここでは,

データおよびアプリケーションの垂直･水平分散による

新しい情事は系システムを小心に,金融機関のポスト第三

次オンラインシステムとエンドユーザーコンピューティ

ングについて述べる｡

8 金融機関を取り巻く環境の変化とシステム対応

2.1環境の変化とシステムに対するインパクト

都巾銀行は昭和60年代に第三次オンラインシステムを

構築し,勘定系システムを一新した｡第二次オンライン

システムは,勘定系を小心に,情報系,外部接続(EB:

Electronic Banking)などのサブシステムで構成してお

り､アプリケーションは〕ミとしてホストコンピュータ_1二

で実行される｡システム刷発部門がアプリケーション間

発を子十い,助走系だけでも5～6MS(Mega Step)の規

校に達し,3～4年間の開発期間を要した｡

第三次オンラインシステム構築の間に,金融I'一山化が

急激に進み,本部ユーザー部門のシステムに対するニー

ズは大きく変わってきた｡

金融｢1由化により,金融機関に対する各種の規制が緩

和され,従来の銀行業務(預金,為替,貸付など)とは別

に,オフバランス取り引きが急増するなどの変化が表れ

た｡また,顧客ニーズが多様化し,R&D(Researchand

Developnlent)型のハイブリッド金融商占占も登場し,商

品開ヲ芭に介わせたタイムリーなシステム開発が必要とな

ってきた｡

全曲の凶際化に伴うBIS(Bank ofInternationalSet-

tleme11tS)規制対応,バブル経済の崩壊によるリスク管稚

の強化,AIJM(AssetsandLiabilitiesManagement)の

充実など,定型的な管理レポートの作成だけでなく佃別

叩-ほ附についても非定茸りな検索･加⊥を必安とする業務が

増えてきた｡

すなわち,システム開発に対する要求什嫌が卜分に左

義できないが,短期間で開発せざるを得ない業務,あら

かじめ定義できない非定型業務が急増し,第三次オンラ

インシステム稼動後も,システム開発部門のバックログ

は解消できない状態になっている｡王件に,本部ユーザー

部門の情報系システムに対するニーズの禾(かい)離は大

きい｡閃越一亡iと課題を整理してホしたものが図1であ

る｡業務分野ごとの特質を分析レヾックログ解消のシナ

リオを整押し,さらに技術的な要件を整理して′Jミしたも

のが表1である｡

業務の多様化に作うシステム開ヲ芭部門の負荷を軽減す

るためには,エンドユーザー部門にシステム開ヲ芭_Ⅰ二杜を

システムに対するニーズ

業務の変化に対応したタイムリー

l
課題

､ストーWS

l
問題川､l

EDP部門がすべての開発を行っており,開発 ホ

l

垂直･水平分散指向での

サーが直接データ操作可

ム環境の提供

築による素データの任意
エ

ダを前提としたオープン

なシステム開発を行いたい｡

データを必要なときに非定型に

検索,加工したい｡

個人で簡単に業務開発ができる

環境が欲しい⊃

使いたい機能を持つ流通ソフト,

に時間がかかる｡

ホスト集中型のシステムとなっており,

●ホストの運用にしばられる｡

●業務拡張に対する柔軟性が乏しい.､

必要なデータがDB中にない｡
(システム設計時に意識されていないデータの
切り口が必要になる｡)

ホスト,ネットワークヘの接続が難しく,デー

システム化

エンドユー

能なシステ

明細DBの構

の検索･加

マルチベン

PC,WSなどを自由に使いたい∪ タの授受ができない._- システムの構築

注:略語説明 EDP(ElectronicDataProcessing)

区= 情報系システムヘのインパクト 金融自由化の進展に伴い,既存の情報系システムに対する本部ユーザー部門のニーズは大きく変

化した｡
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表l業務分野の特性とシステム開発のシナリオ ASPEとは,非EDP部門のエンドユーザーがプログラムロジックを意識しないで,アプ

リケーション開発が行えるためのデータ操作環境である｡また,ユーザーサイドコンピューティングとは,業務の現場であるユーザー部門にEDP

スタッフが常駐し,業務企画スタッフと二人三脚で開発を行うことである｡

業 務 分 野 業務の特質 開発の方法 シ ナリ オ 技 術 的 な 要 件

●従来業務
高処理能力

高信根性

高保守性

EDPの専門部隊に
フェーズドアブローチ

による従来型システム
開発

EDP部門の生産性向上と保守性向上

ー,アプリケーションゼネレータタイプ言語
預金,為替,貸付など よる開発

一仕様書記述言語
-CASEツール

●新業務分野
ディーリング業務

柔らかな仕様

タイムリーな開発
プロトタイピング

EDPスタッ7と業
務企画スタッ7と

の共同開発

スパイラルアプローチ

によるユーザーサイド

コンピューティング

ラビッド70ロトタイピングによる試作から
金融商品開発

AJMなど

本格アプリケーションへのスムーズな移行

●非定型業務
クイックレポーティング

プログラミングレス

基幹DB非定型検索

業務企画スタッフ エンドユーザー
インフォメーションゼネレータタイプ言語

の操作性向上

-ASPE

情報系 による開発 コンピューティング

注:略語説明 R&D(Research and Deve10Pment)

ALM(Assetsand LiabilitiesManagement)

CASE(ComputerAidedSoftware Engineering)

ASPE(ApplicationSpecifiedProgramm柑essEnvironment)

任せることが必要である｡一方,本部ユーザー部門の中

にはパーソナルコンピュータ(以下,パソコンと略す｡)_L

の表計算ソフトや簡易DTP(DeskTopPublishing)ソフ

トを利用して,みずから業務開発を行うスタッフも現れ

てきた｡

金融機関でのクライアントサーバシステムの通開分野

は,先の表1に示したユーザーサイドコンピューティン

グ,およびエンドユーザーコンピューティングの分野で

ある｡

2.2 技術の動向とシステム対応

大型汎(はん)用コンピュータの性能の伸びは10年で10

倍になるという技術トレンドが続いている｡これが金融

機関での第一次オンライン～第三次オンラインという10

年サイクルのシステム再構築の原動力となっていた1)｡

ワークステーション,パソコンの性能向上は,大型汎

f‾｢Jコンピュータの性能向上を大きく上回っている｡特に

RISC(ReducedInstruction Set Computer)ワークステ

ーションでは,4年で10倍とし-うトレンドになっており,

マイクロプロセッサ技術の向上(高性能化,高集積化)が

ダウンサイジングの推進力になっている｡

また,ネットワーク技術の向上(拡張性,接続性,伝送

能力向上)および分散技術の向上により,ワークステーシ

ョン,パソコンをLANで相互接続したクライアントサー

バシステムの実現が可能となった｡クライアントサーバ

システムは,演算性能面を見れば大型ホストシステムを

しのぐコストパフォーマンスを発揮できる｡

ソフト面を見ると,ウインドウシステム,GUI(Graphト

calUserInterface)の向_Lにより,ユーザーフレンドリ

ーなヒューマンインタフェースが実現されてきた｡EDP

(Electronic Data Processing)の専門家でなくても,エ

ンドユーザーがデータ操作,アプリケーション間発を容

易に行うことができるシステム基盤が怒ってきた｡また,

スプレッドシート型の表計算ソフト,帳票やグラフを編

集する簡単なDTPソフト,RDB(Relatio11alDatabase)

支援ソフトなどの流通ソフトが充実し,エンドユーザー

コンピューティングのためのツールが整ってきた｡

さらに,国際標準のOSI(OpenSystemsInterconnec-

tion),業界標準のTCP/IP(TransmissionControIPro-

tocol/Internet Protocol)というネットワークプロトコ

ルの標準化が進展し,オープンシステムのOS(Operating

System)としてワークステーションでは,UNIX削が事

実上の標準となってきている｡

オープン化が進むことにより,流通ソフト,流通ハード

のシステムへの接続が容易になった｡すなわち,マルチ

ベンダ環境下でのクライアントサーバシステムによるエ

ンドユーザーコンピューティング環境が整備されてきた｡

クライアントサーバシステムは,小さく産んで人きく

育てるシステムであり,大型ホストシステムと比べると

※ UNIXオペレーティングシステムは,UNIXシステムラ

ボラトリーズ社が開発し,ライセンスしている｡
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EXCEED2標準インタフェース

ETOO+インタフェース

業務個別画面によるインタフェース
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EXC巨ED2環境

左側のような多段階にわたる

ユーザーインタフェースを
EXCEED2という共通のプ

ラットフォームで支援する｡
ETOO+は EXCEED2の

nonEDP向けの簡易ユーザー
インタフェースである｡

注:略語説明 EXCEED2(ExecutiveMa=ageme=tDecis■0nSupportSystem2),ETOO+(EXCEED2Applicatio=Tool),AP(Applicatio=Program)

図2 エンドユーザーコンピューティングのためのヒューマンインタフェースの考え方 一般的に初心者は,限られた機能でもより
単純な操作を好むが,習熟するに従って,より自由度の高い操作へと成長していく｡

次に述べるような祥一失がある｡

メリットは,小さい初期技資でプロトターイブを作るこ

とができること,処理すべきデータ量に応じて段階的に

追加投資を行っていけることである｡また,システムの

オープン件から,業務に必要なアプリケーションプログ

ラムの開発を行わないで流通ソフトを適用(さらには流

通ハードを接続)できることである｡

一ノ∴障害処押,機密保護,リリースの椋軌情事Ⅰ網丈得な

どの機能,すなわちシステムの信頼性設計,伯三能設計･

評価などが難しいという解決すべき問題がある｡また,

マルチベンダ環境下では,障害発生時の切分けやトレー

スが難しいことも問題である｡

以上の得失をよく把捉した上で,エンドユーザーコン

ピューティングに適川していかなければならない｡すな

わち,データの保全,システムの信頼性のためには,ホ

ストシステムと協調した分担が必要になる｡また,エン

ドユーザーはシステムに習熟すると,初心‾者向けの機能

からしだいにより専門家Ⅰ占=ナの機能へと成長していくの

で,ヒューマンインタフェースも簡妨なインタフェース

からきめ細かいインタフェースまで対応できるようなく

ふうが必要である｡EXCEED2(ExecutiveManagement

Decision Support Systen12),ETOOL(EXCEED2

ApplicatiollTool)を利用したヒューマンインタフェー

スの例を図2に示す｡

B 金融機関におけるエンドユーザーコンピュ

ーティング

金融機関での第三次オンラインシステムは,大型ホス

トコンピュータとオンライン端末あるいは他のホストコ

ンピュータが専用線あるいはISDN(Integrated Ser-

vicesDigitalNetwork)を介して接続されている｡
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ポスト第三次オンラインシステムは,第三次オンライ

ンのシステム基盤の_卜にクライアントサーバシステムが

アドオンされ,CNC(ComputerNetworkComplex)を

形成する｡CNCの概念と交通網とのアナロジーを図3に

ホす｡すなわち,ホストコンピュータとWAN(Wide

AreaNetwork)の世界は,EDPの専門家がシステムの運

用管坤を行うことにより,エンドユーザーは運用時間帯

などの利川上の制約は受けるが,データの保全などに留

意する必要はない｡一方,ワークステーション,パソコ

ンとLANの仲界は,必要なときに必要な業務をエンドユ

ーザーみずからが開発し,実行できるが,データベース

を誤って破壊した場合,自分で山役しなければならない｡

クライアントサーバシステムを利用したエンドユーザ

ーコンピューティングの追捕分野は,ラビッドプロトタ

イピング,クイックレポーティングを要求される業務分

野である｡典型的な業務としてALM業務がある｡金融機

関でのエンドユーザーコンピューティングの事例として

ALM業務についてここで述べる｡

ALMシステムは,利用しながら開発していくシステ

ム2)である｡すなわち,まずプロトタイプを作り,エンド

ユーザーが利用し,システムにフィードバックし,シス

テムを成長させていくものである｡ALMはプロトタイプ

システムによる定型処理と,エンドユーザーによる非定

巧り処理がサイクルを描く業務である｡

経営環境が変わると,ALMシステムでのデータ集約の

切リーIも変わり,分析技法も異なった手法を適用する場

合も山てくる｡したがって,環境の変化に追随してタイ

ムリーにアプリケーションの変更･開発を継続していか

なければならない｡また,定型的な管理レポートを基に

マクロな問題点を見つけたならば,そのミクロな分析の

ために,個別明細データを任意に検索･加工し,問題点
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外部

ホスト

OSl

LAN(FDDl)

ホスト

TCP/lP

∈主･‥日･‥
WS,PC

LAN(1EEE802.3)

ホスト

∈主･‥日‥･
WS,PC

WAN

パケット網

B-1SDN

β

●

●

.

金口
十

カノ

ホスト

新幹線とレンタカ【

●新幹線を基幹とLた鉄道網 -WAN

-専門家によるインフラストラクチャ整備,運用管理

-→ホストコンビュ】タとWANで築〈システム
●マイカー･レンタカーの世界 一LAN

一好きなときに行動できるが,自己責任の世界

→WS,PCおよぴLANで築くシステム

注:略語説明 OS=OpenSystemlnterconnection),WAN(WideAreaNetwork),FDDl(FiberDistributedData】=terCha=ge)

B-1SDN(Broad-bandlntegratedServicesDig】talNetwork)

TCP/lP(TransmissionControIProtocol/lnternetProtocol),CNC(ComputerNetworkCo巾ex)

図3 CNCの概念 CNCとはコンピュータを介してLANとWANが結合した世界であり,交通網に例えると,基幹鉄道網と地方道路

網に例えられる｡CNCの中で情報が流通する｡

の対策のためにシミュレーションなどによる試行錯誤を

エンドユーザーが行わなければならない｡

実現すべきシステムは,21ページの閃にホしたような

マイクロメインフレーム結合による垂i自二分散と,クライ

アントサーバシステムによる水平分散とを融合させたシ

ステムになる｡ここで,明細データは銀行オンライン叔

り引きの中で発生する素データであり,基幹データベー

R D B

(レコードファイル)
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･.つ
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か
と
行

ス

こを

【
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ベ
タ
解

夕
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一
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エ

デ
た
加
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[左妄孟宗なと-■を加工する〕7〉リンク

出力

_/⊂::亘亘コ大量のデータを蓄積Lて

いるRDBデータは｢検索+
を行ってテープルの形で

取り出す

DBの根索
テーブルの

取り出し保管

スの小に時系列に蓄積される｡情報システムセンタには,

ALMの定型管稚レポート作成のために一次加工された

臼的別データベースも保持される｡これらのデータベー

スの運用維持管理はEDPの専門家に任せられ,エンドユ

ーザーは参照できるが,更新･追加･削除はできない｡

エンドユーザーはセンタ側の目的別データベースから

ダウンロードされたALM担当部門のワークステーショ

岳召
巨∃

チータ

の加工

±≡=諾>

荊 巨∃
業績別売り上け高構成

四､塾

ティス7しレイ

出力

⊂]

[三三亘:亘]

〔諜妄去宗テ‾フルなとノの〕

テーブル

グラフ

ディスプレイ

注:略語説明

RDB(Relat旧nalDatal)aSe)

図4 ETOOLによるクイック

レポーティングの例

ETOOLはあらかじめ用意さ

れたデータベースからエンド

ユーザーがデータを自由に検

索し,加工するためのツールで

あり,データベースの用意は

EDPの専門家が行う｡
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ホストコンピュータ

勘定系

システムほか

ホストコンピュータ

DB作成･管理機能

(DM-21)

EXCEED2/H

ALM業務
(DP-21/A+)

WS

基幹DB

ALM目的別DB

マイクロメインフレーム結合による垂直分散

EXCEED2

非定型 AしM

業務 業務

DP-21/ DP-21/
ETOO+ AL/W

PC

EXCEL

など

+AN

AJM目的別DB

クライアントサーバシステムによる水平分散

ン上の目的別データベース上で,データの二次加_‾rや,

クイックレポーティング,試行錯誤を伴うシミュレーシ

ョンなどを行う｡もしユーザーが誤って部門データベー

スを破壊した場合には,センター側の臼的別データベー

スから再度ロードして回復する｡

H立製作所の提供するEXCEED2を利用すると,エン

ドユーザーが必要とするデータがワークステーション上

のデータベースにないときは,マイクロメインフレーム

結合機能により,ホスト側のデータベースから検索でき

る｡ETOOLはEXCEED2のひとつのアプリケーション

である｡ETOOLを利用したクイックレポーティングの

例を前ページの図4に示す｡

H､†二製作所はALM業務のプロトタイプとしてDP-21/

AL(Data Oriented Planning Support System-2lst

Century/Assets and Liabilities)を提供している｡シス

テム構成例を図5に示す｡DP-21/ALは,金利感応度分

析,ポジションリスク分析,市場性資金分析,金利変動

シミュレーションなどのALM業務機能を提供している｡

また,ETOOLは同岡に示すように,DP-21の非定型業務

Ih=ナのツールとして位置づけられる｡DP-21は,ALM業

注:略語説明

DM-21(DatabaseManager21stCentury)

DP-21/A+(DataOrientedPla=ningSupportSystem

21stCe〔tUry/AssetsandLiabilities)

DP-21/ETOO+(DataOTientedPlanningSupport

System-21stCentury/EXCEED2Applicatio=Tooり

図5 水平･垂直分散によるALM業務のシ

ステム構成例 ALM業務システムは,マイク

ロメインフレーム結合による垂直分散と,クラ

イアントサーバシステムによる水平分散の融合

したシステムから成る｡

務機能群とETOOLにより,アプリケーションに特化し

たプログラミングレス環境を提供している｡

田 おわりに

勘定系システムは,今後も増大していくトランザクシ

ョンをさばくため,よりいっそうの処理能力,信頼性,

セキュリティの向上が要求される｡現在の技術レベルか

らみるとクライアントサーバシステムの勘定系システム

への全面的適用には,まだ解決すべき問題が多い｡

クライアントサーバシステムはCNCというシステム

コンセプトの1ごに,金融オンラインの基幹システムにア

ドオンされ,補い合っていくシステムとしての成長が望

まれる｡

エンドユーザーコンピューティングをさらに進展させ

ていくためには,プログラミングレスの環境を追求して

いく必要がある｡エンドユーザーにとってのプログラミ

ングレス環境は,業務のことばで記述してアプリケーシ

ョン開発ができることである｡今後は自然語処理と結び

付いたASPE(ApplicationSpecified Programmingless

Environment)の提供がベンダの課題と考える｡
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